
小合地域コミュニティ協議会
中学生以上全住民アンケート

分析レポート

2020年2月15日
NPO法人まちづくり学校

新潟市地域コミュニティ育成事業
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小合地区の人口推移と今後の予測小合地区の人口推移と今後の予測
秋葉区地域カルテ（H30）などより

2016年の高齢化率は新潟市内中学校区で３位。
いまの小合地区は20年後の新潟市の状況を表して
いる？

25年間で子どもの数
は半減

20年後、働く世代の
人口は3分の2になる

75歳以上（支えられ
る世代）が今後増加
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中学生以上全住民アンケートの実施中学生以上全住民アンケートの実施

小合地域に住む中学生以上の
全住民を対象としたアンケート。

令和元年10月に
各自治会を通じて配布・回収。

配布数：2,913通
回収数：2,624通

（中学生は学校で実施）

回収率：90.08％

かなりの高回収率！
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0 100 200 300 400 500 600

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代以上

無回答

男性 女性
無回答

回答者属性（Q１・Q２）回答者属性（Q１・Q２）
Q１-1 性別 Q１-3 居住地Q１-2 年代

年代別×男女別

若者・中堅世代は少数派。

世代別で意見を捉えていかない
と全体の中で埋没してしまう。
（意識して声を聞く必要あり）

10～40代は回答者の
約3分の１。50代以上
が3分の2を占める。

10代から30代までの
回答者数合計(537人)
は 60代の回答者数
(520人)がほぼ同じ。

無回答
6.9%

20代
5.9%

10代
5.3%

男性
42.6
%女性

45.0
%

無回答
12.3%

東部
1,332 
51%

南部
511 
19%

西部
600 
23%

無回答
181 
7%
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10代, 0% 20代, 1%
30代, 3%

40代, 5%

50代
9%

60代
33%

70代
33%

80代
15%

無回答, 1%
175
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158

275

88

60

530

47

226

202

54

50

26

0 200 400 600 800

農業

自営業

会社員

専業主婦（夫）

パート・アルバイト

公務員・団体職員

学生

無職

その他

無回答

回答者属性回答者属性

Q2 職業

年代 人数
10代 0
20代 3
30代 11
40代 22
50代 40
60代 142
70代 142
80代 63
無回答 4

農業従事者の年代構成（割合）

（人数）

小合地区には農業従
事者が多いが80％が
60代以上。
20年後の農業・農地
はどうなる？

主に花卉・花木

主に米穀 主に青果

中学生

高校生
大学・専門生

・職業は「会社員」がトップ。
高齢者の回答が多いためか「無職」（年金生活含む）
が続く。次いで「農業」（累積数値／兼業も含む）。

・「その他」では専門職を記載した人が多い。
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26.9%
30.7%

83.0%
80.6%

92.7%
92.6%

96.2%
97.4%

96.9%
95.9%

95.7%
88.0%

93.3%
64.7%

62.2%
25.8%

82.7%

2.6%

0.8%

0.5%

0.4%
0.4%

0.4%
1.3%

0.4%

1.1%

0.5%

28.2%
27.3%

2.6%
10.3%

1.6%
1.6%

2.1%

0.5%

0.4%

0.0%

1.8%

2.6%

4.5% 1.3%

2.6%
0.8%

0.7%

0.6%

1.2%
0.8%

2.2%
0.2%

2.9%0.4%

5.5%

1.4%

3.1%

8.9%

30.8%
27.3%

5.2%
3.9%

2.4%

1.6%
0.3%

1.4%

1.0%

0.6%
1.7%

4.7%

2.9%

16.1%

8.7%
17.3%

5.7%

2.6%
4.5%

3.9%

1.3%
0.8%

0.8%

0.6%

1.0%

1.2%

0.8%

3.6%

1.3%

8.4%

10.0%
22.1%

3.8%

5.1%
2.3%

1.3%

0.8%

0.4%

1.3%

5.8%
7.4%

1.1%

1.3%
3.4%

2.6%
1.3%

1.6%
1.6%

0.7%

0.6%

0.6%
0.9%

1.3%
1.8%

7.5%
11.8%

2.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10代男性
10代女性

20代男性
20代女性

30代男性
30代女性

40代男性
40代女性

50代男性
50代女性

60代男性
60代女性

70代男性
70代女性

80代～男性
80代～女性

全体

自動車 バイク 電車 バス タクシー 自転車 徒歩 その他 無回答

Q3-1 日常的な交通手段

Q３ 日常的な交通手段（中学生の回答はなし）Q３ 日常的な交通手段（中学生の回答はなし）

・30代男女～70代男性まで９割以上が自家用車利用。公共交通機関が少ない小合地区の状況を
反映していると考えられる。しかし、女性は70代から自家用車利用が減り80代以上は４分の１。
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15.8%
9.8%

70.6%
81.3%

82.0%
81.1%

80.8%
84.5%

84.3%
84.3%

86.5%
81.9%

82.9%
52.3%

53.9%
17.7%

70.9%

76.7%
78.8%

7.8%
6.5%

4.9%
2.5%

0.0%

1.1%

0.0%

1.2%
2.1%

9.0%

4.9%
35.8%

33.2%
65.7%

15.7%

7.5%
11.4%

21.6%
12.3%

13.1%
16.5%

19.2%
14.3%

15.7%
14.6%

11.4%
9.2%

12.1%
11.9%

12.9%
16.6%

13.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10代男性
10代女性

20代男性
20代女性

30代男性
30代女性

40代男性
40代女性

50代男性
50代女性

60代男性
60代女性

70代男性
70代女性

80代以上男性
80代以上女性

全体

持っている 持っていない 無回答

日常的な交通手段日常的な交通手段

Q3-2 運転免許所有状況

・Q3-1（交通手段）の結果と相関する。70代女性～80代以上は免許所有率が下がる。
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・運転可能な年齢層のほとんど（30代～70代男性）が９割以上自家用車利用。
公共交通機関が少ない小合地区の状況を反映していると考えられる。

・20代は学生を含むため９割を切っているが自家用車利用の比率は高い。
免許を持たない人は、徒歩や自転車、電車、バスの複数利用と考えられる。

・10代は「徒歩」「自転車」と捉えるのがよい。

・女性は70代から自家用車利用が減り、80代になると自転車や徒歩が増加。

・高齢でも自家用車利用は高いが、家族などの送迎・同乗も考えられる。

日常的な交通手段日常的な交通手段

○高齢化が進む中で、今後の移動手段は？10年後は？
○高齢者だけでなく免許を持たない若い世代にも交通の問題は共通する。
○送迎する人（若い世代）の負担は？
○Q6日常生活の不安・困りごとで「運転が不安」「移動手段」の選択が高めと
いう結果と相関する。
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92.8%

90.3%

92.6%

92.2%

84.8%

45.8%

15.4%

3.9%

57.8%

15.2%

26.8%

29.1%

30.7%

31.9%

34.3%

16.7%

8.3%

27.5%

58.1%

55.3%

58.8%

60.2%

55.8%

44.3%

23.1%

4.2%

50.2%

9.9%

8.1%

5.8%

3.9%

5.2%

10.7%

34.7%

56.3%

11.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代

全体

使用割合

PC

スマホ・タブレット

ゲーム機

スマホ以外の携帯電話

テレビ

その他

92.8%

90.3%

92.6%

92.2%

84.8%

45.8%

15.4%

3.9%

57.8%

73.4%

77.9%

71.3%

61.6%

41.2%

15.0%

3.6%

2.0%

34.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代以上

全体

使用比率

SNS利用率

年代別インターネットの利用率とSNS利用率 年代別インターネット利用における使用機器

・全体の半数以上がインターネットを利用しており、
40代以下は9割以上が利用（50代でも8割を超える）。
・50代以下と60台以上で明らかに差があり、70代以上
は激減。
・10～30代は3人に2人以上がSNSを利用。60代以上は
ほとんど利用していない。

大半がスマホやパソコンを利用している
が、70代以上になるとスマホ以外の携
帯電話やテレビからの情報取得が増加。

地域の情報や連絡は、紙媒体のほかにインターネット経由
にすることで、関心や参加を生む可能性が高まるのでは？

Q４ インターネット利用状況（情報の伝達と取得）Q４ インターネット利用状況（情報の伝達と取得）
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1

5

31

35

56

61

32

7

1

1

12

34

36

61

79

30

11

2

2

5

19

7

17

19

20

22
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60

110

141

208

203

308

261

143

5

0 100 200 300

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代

無回答

仕事行事が多い

わずらわしい

仲間がほしい

特にない

その他

229 

266 

111 

1,439 

72 

0 500 1,000 1,500

仕事行事が多い

わずらわしい

仲間がほしい

特にない

その他

・特にないが多数。
・50代と60代でわずらわしさや仕事の多さを
感じる人が多い。

悩みが本当にないのか、
つきあいがなかったり適度な距離なのか？

Q５ 近所づきあいの悩み・要望（複数回答／中学生の回答はなし）Q５ 近所づきあいの悩み・要望（複数回答／中学生の回答はなし）
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全体の回答数でのランキング（回答総数4474）

全体集計では
「除雪」「買い物」が上位だが、

３位以下は
世代別で違いが出てくる。

Q６ 日常生活での不安・困りごと（複数回答）Q６ 日常生活での不安・困りごと（複数回答）

「除雪」が最も多く、「買い物」
「健康面」「防犯」「災害への備え」
と続く。

702

442

347

317

310

262

250

178

161

160

160

151

145

127

112

111

88

80

72

70

67

62

52

48

0 200 400 600 800

3.除雪
13.買い物
6.健康面
9.防犯

8.災害への備え
20.小中学校少人数

2.軽作業
17.子育て環境
12.生活道路
11.移動手段

23.仕事・雇用
14.金融機関

18.気軽に集まる場
16.医療

19.通学不便
1.日常生活

21.進学・進路
10.運転の不安

22.結婚
24.その他

7.緊急時の相談先
5.看病・世話

4.日常的な相談相手
15.福祉サービス
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日常生活での不安・困りごと日常生活での不安・困りごと

世代別
ランキング

・「除雪」「災害への備え」が上位になったのは近年の大雪や多発する災害が影響か？
・「買い物」は店舗の数か種類か？移動手段も関係する可能性があるため深掘りが必要。
・10代と親世代は教育環境に関する項目を選ぶ人が多く、20代は将来設計に関わる項目が選ばれてい
る。若い世代は「気軽に集まる場」へのニーズもあり。
・年代が高まるにつれ健康に関する項目が上位。軽作業に不安を感じるのは体力や世帯人員が要因か？
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地域活動への関心（参加状況順）

27.4%
27.3%

7.8%
3.9%

15.9%
3.7%

15.1%
6.9%

12.9%
3.8%

13.3%
9.3%

11.2%
12.4%

7.1%
8.5%

10.3%

13.7%
9.1%

6.5%
7.7%

17.6%
22.6%

22.0%
19.5%

35.4%
30.6%

31.5%
18.7%

20.4%
10.8%

11.6%
5.9%

18.4%

30.1%
27.3%

30.1%
27.1%

23.7%
41.2%

32.3%
37.2%

33.6%
37.9%

33.5%
35.9%

24.5%
26.7%

31.1%
20.3%

29.3%

20.5%
24.2%

37.9%
42.6%

34.3%
23.9%

20.3%
25.5%

9.4%
17.5%

9.1%
15.4%

10.1%
16.6%

12.4%
11.1%

17.0%

8.2%
12.1%

17.6%
18.7%

8.6%
8.6%

10.3%
10.9%

8.7%
10.2%

12.6%
20.6%

33.7%
33.6%

37.8%
54.2%

25.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10代男性
10代女性

20代男性
20代女性

30代男性
30代女性

40代男性
40代女性

50代男性
50代女性

60代男性
60代女性

70代男性
70代女性

80代男性
80代女性

全体

関心あり＋参加 関心なし＋付き合い参加 関心あり＋不参加 関心なし＋不参加 無回答

・関心のあるなしに関わらず、参加している人は全体の28.7％と約３割。しかし、「関心あり＋不参加」
は29.3％とほぼ同数。

Q7 地域活動への関心Q7 地域活動への関心
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27.4%
27.3%

7.8%
3.9%

15.9%
3.7%

15.1%
6.9%

12.9%
3.8%

13.3%
9.3%

11.2%
12.4%

7.1%
8.5%

10.3%

30.1%
27.3%

30.1%
27.1%

23.7%
41.2%

32.3%
37.2%

33.6%
37.9%

33.5%
35.9%

24.5%
26.7%

31.1%
20.3%

29.3%

13.7%
9.1%

6.5%
7.7%

17.6%
22.6%

22.0%
19.5%

35.4%
30.6%

31.5%
18.7%

20.4%
10.8%

11.6%
5.9%

18.4%

20.5%
24.2%

37.9%
42.6%

34.3%
23.9%

20.3%
25.5%

9.4%
17.5%

9.1%
15.4%

10.1%
16.6%

12.4%
11.1%

17.0%

8.2%
12.1%

17.6%
18.7%

8.6%
8.6%

10.3%
10.9%

8.7%
10.2%

12.6%
20.6%

33.7%
33.6%

37.8%
54.2%

25.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10代男性
10代女性

20代男性
20代女性

30代男性
30代女性

40代男性
40代女性

50代男性
50代女性

60代男性
60代女性

70代男性
70代女性

80代男性
80代女性

全体

関心あり＋参加 関心あり＋不参加 関心なし＋付き合い参加 関心なし＋不参加 無回答

地域活動への関心（関心順）

・関心がある人は約４割。そのうち参加していない人は約３割。
・若い世代も「関心はある」 20代の参加は圧倒的に少ないが、
10代は平均値より高い。
・全般的に男性の参加が多く女性の参加は少ないが、関心がある
女性は多い。

○「関心はあるが参加していない」
→阻害していることを除く、取り組みの内容
ややり方を考慮するなどで参加を促せる？

○子育てや教育関係の取り組みで女性を登用す
ることで関わりが増えるのでは。

地域活動への関心地域活動への関心
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65.9%

49.3%

21.7%

17.7%

16.8%

13.0%

5.4%

0% 20% 40% 60% 80%

興味ない

時間ない

人間関係

知らない

意義ない

意見言えない

その他

93.8%

23.8%

19.4%

13.2%

4.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

付き合い重視

頼まれた

周囲の目

なんとなく

その他

70.7%

25.9%

23.9%

16.3%

15.3%

7.2%

4.8%

0% 20% 40% 60% 80%

余裕無

体力無

人間関係

知人無

役立不安

その他

金銭負担

地域活動への関心地域活動への関心

関心あり＋参加の理由（回答数269）

67.7%

40.9%

19.3%

10.0%

0% 20% 40% 60% 80%

役立つ

楽しい

時間有

その他

関心あり＋不参加の理由（回答数769）

関心なし＋付き合い参加の理由（回答数484） 関心なし＋不参加の理由（回答数446）

「役立つ」
「楽しい」
は参加を促す

限られた時間でも
できることを用意

しては

逆に言うと
「頼まれれば
参加」する？

「役立つ」や
「楽しい」があると
目が向く？
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満足度×重要度（全体）

Q8 活動の満足度・重要度Q8 活動の満足度・重要度

-10.0%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

-20.0% -10.0% 0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

重要度

満足度

1.地区のつきあい

2.仲間づくりの場

3.美化保全

4.消防活動5.防災活動
6.防犯・交通安全

7.集会所等
の維持管理

8.祭礼や行事

9.伝統文化
の保全

10.高齢者行事

11.生涯学習活動

12.茶の間などの生き
がいづくり

13.見守りなどの
生活支援 14.子ども行事

15.子どもの安全

16.子育て相談

17.保護者の交流

18.スポー
ツ推進

19.スポーツ
行事や運動会

20.地域の魅力体験

21.特産品販売

22.空き家管理

23.移住者
受け入れ

24.婚活など
の結婚対策

25.広報誌な
どの情報共有

26.メール
などでの情
報発信

27.R460バイパ
ス早期着工

28.東幼稚園跡地

活動の満足度が高
く、重要度も高い

重要と思われているが、
満足度が低い

低← 満足度 →高

高←

重
要
度

→

低
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・全体的に「無回答」が約３割。「どちらとも言えない」がすべての項目でかなり多
く、地域の取り組みが知られていないので判断がつかない（＝答えられない）のでは
ないか。

・環境美化・保全、防犯・防災・消防、子どもの安全、地区のつきあい、広報などの
情報発信は満足度も高いが、引き続き重要と思われている。

・スポーツや地域を知る活動は満足度重要度とも低め。

・20代30代は「困りごと・不安」で結婚が上位となっているが、取り組みにおいて
は重要と感じていない。

・空き家管理、バイパス着工、幼稚園跡地への取り組みは今後の重要度が高い。

活動の満足度・重要度活動の満足度・重要度
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11.0%
10.6%

1.3%

1.3%

10.6%
5.8%

22.7%
14.9%

29.1%
24.2%

39.8%
32.3%

42.7%
30.5%

26.1%
17.3%

22.9%

47.9%
43.9%

27.5%
23.2%

39.6%
43.2%

36.8%
48.4%

44.6%
42.6%

43.7%
39.0%

27.2%
36.9%

20.7%
22.1%

34.9%

27.4%
31.8%

52.3%
54.2%

36.7%
37.9%

25.1%
27.2%

16.0%
21.3%

4.3%
12.0%

7.9%
5.5%

7.1%
12.9%

17.9%

13.7%
13.6%

19.0%
21.3%

13.1%
13.2%

15.5%
9.5%

10.2%
12.0%

12.2%
16.7%

22.2%
27.2%

46.1%
47.6%

24.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10代男性
10代女性

20代男性
20代女性

30代男性
30代女性

40代男性
40代女性

50代男性
50代女性

60代男性
60代女性

70代男性
70代女性

80代男性
80代女性

全体

名前も活動内容も知っている 名前だけ知っている 知らない 無回答

Q9 コミ協の認知度Q9 コミ協の認知度

・半数以上がコミ協の存在は知っているが、20代は極端に認知度が低い。
・若い世代は「名前は知っているが何をしているかわからない」
・10代に知られているのは、子ども向け行事や学校とのつながりからか？
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Q10 コミ協活動の認知度Q10 コミ協活動の認知度

784

735

591

582

532

210

175

170

117

105

94

91

84

57

54

50

45

24

0 200 400 600 800

6.自主防災訓練

5.登下校時の見守り

7.一斉クリーン作戦

4.見回り・交通安全

1.愛さつ運動

14.古紙回収

3.小合コミ協まつり

2.花いっぱい親子大会

10.敬老会

15.地域懇談会

18.コミセンの維持管理

16.広報誌

17.地域カレンダー

9.親子食堂

13.スポーツ行事

8.小合コミ協芸術祭

11.お役立ち講座

12.コミぶら

・自主防災訓練、登下校の見守り、
クリーン作戦、見回り、愛さつ運
動の順。重要度や認知度と相関す
る。世代別でも大きな差はない。

・実施していることが目に見えてわ
かりやすい活動が上位。知ってい
るか知らないかで結果に影響が出
ている可能性がある。

・新たに始めた活動などはまだ認知
度が低いと考えられる。

結果が低くても、今後の地域づくり
の方向性によっては大切となる活動
もある。（例：地域を知る、住民ど
うしの関係づくりなど）

重要と思う活動（3つ選択）
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45.2%
47.0%

36.6%
38.7%

46.5%
55.1%

48.5%
50.1%

59.8%
47.2%

54.7%
45.6%

41.8%
38.0%

38.6%
28.4%

43.0%

6.8%
3.0%

3.9%
10.3%

7.8%
4.5%

6.5%
3.7%

2.6%
2.3%

3.7%
2.5%

3.8%
3.3%

0.4%
1.8%

3.6%

38.4%
36.4%

48.4%
37.4%

37.6%
36.2%

33.7%
38.4%

29.7%
40.5%

26.9%
36.6%

31.9%
38.0%

20.3%
26.2%

32.1%

9.6%
13.6%

11.1%
13.5%

8.2%
4.1%

11.3%
7.7%

7.9%
9.9%

14.7%
15.3%

22.5%
20.8%

40.7%
43.5%

21.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10代男性
10代女性

20代男性
20代女性

30代男性
30代女性

40代男性
40代女性

50代男性
50代女性

60代男性
60代女性

70代男性
70代女性

80代男性
80代女性

全体

思う 思わない わからない 無回答

Q11 若者や女性の声がもっと反映されるべきかQ11 若者や女性の声がもっと反映されるべきか

・「思わない」は少ないが20代女性のみ高比率。
・「思う」は43％だが「わからない」も各世代で３分の１前後。
・「思う」は若い世代では女性のほうが高いが、世代が上がるに
つれ女性は男性より低くなる。

現在「反映されている」と感じ
ているかどうか、個々の認識や
関わりによると推測される。
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Q12 他地区との交流を図っていきたいかQ12 他地区との交流を図っていきたいか

31.5%
27.3%

26.1%
7.7%

31.8%
26.3%

33.3%
20.9%

33.3%
17.8%

29.0%
23.3%

28.1%
19.2%

24.1%
17.0%

23.4%

24.7%
16.7%

17.0%
25.8%

22.4%
16.0%

17.5%
20.9%

21.0%
13.4%

17.0%
14.0%

13.3%
9.9%

7.5%
5.2%

14.7%

35.6%
42.4%

45.8%
52.9%

37.6%
53.5%

38.5%
51.0%

37.8%
57.7%

40.0%
47.2%

36.0%
48.6%

25.7%
33.2%

40.3%

8.2%
13.6%

11.1%
13.5%

8.2%
4.1%

10.7%
7.2%

7.9%
11.1%

14.1%
15.4%

22.7%
22.3%

42.7%
44.6%

21.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10代男性
10代女性

20代男性
20代女性

30代男性
30代女性

40代男性
40代女性

50代男性
50代女性

60代男性
60代女性

70代男性
70代女性

80代男性
80代女性

全体

思う 思わない わからない 無回答

・「わからない」が約４割。世代や性別によっては５割を超える。
・特に女性は「思わない」「わからない」が多数。

他地区との交流に対するイメー
ジがわかない？面倒と思うか？
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28.8%

25.8%

34.0%

23.2%

51.0%

43.2%

55.7%

40.1%

63.3%

42.9%

63.6%

59.1%

63.8%

64.5%

56.8%

55.0%

49.5%

9.6%

13.6%

13.1%

21.9%

11.4%

13.2%

5.5%

11.5%

4.2%

10.5%

5.6%

7.0%

5.4%

4.0%

1.2%

2.6%

7.2%

52.1%

45.5%

41.8%

40.0%

30.2%

39.5%

29.9%

42.7%

25.7%

36.7%

18.0%

21.4%

12.6%

17.2%

8.3%

8.9%

24.6%

9.6%

15.2%

11.1%

14.8%

7.3%

4.1%

8.9%

5.7%

6.8%

9.9%

12.8%

12.6%

18.2%

14.3%

33.6%

33.6%

18.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代男性
10代女性

20代男性
20代女性

30代男性
30代女性

40代男性
40代女性

50代男性
50代女性

60代男性
60代女性

70代男性
70代女性

80代男性
80代女性

全体

思う 思わない わからない 無回答

24.7%

19.7%

26.1%

20.6%

27.8%

22.2%

36.4%

20.6%

39.6%

27.1%

45.8%

37.5%

49.9%

49.4%

46.5%

45.8%

34.3%

17.8%

13.6%

18.3%

25.8%

19.2%

24.3%

18.6%

25.2%

17.1%

25.9%

12.6%

17.4%

7.9%

13.0%

3.7%

3.3%

15.1%

47.9%

53.0%

44.4%

38.7%

44.1%

48.6%

35.7%

48.1%

35.4%

37.6%

28.4%

31.1%

23.6%

20.5%

14.9%

15.5%

30.9%

9.6%

13.6%

11.1%

14.8%

9.0%

4.9%

9.3%

6.0%

7.9%

9.3%

13.3%

14.0%

18.7%

17.0%

34.9%

35.4%

19.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代男性
10代女性

20代男性
20代女性

30代男性
30代女性

40代男性
40代女性

50代男性
50代女性

60代男性
60代女性

70代男性
70代女性

80代男性
80代女性

全体

思う 思わない わからない 無回答

Q13 今後も小合地区に住み続けたいかQ13 今後も小合地区に住み続けたいか Q14 子どもに小合地区に住んでほしいかQ14 子どもに小合地区に住んでほしいか
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Q13 今後も小合地区に住み続けたいか・Q14 子どもに小合地区に住んでほしいかQ13 今後も小合地区に住み続けたいか・Q14 子どもに小合地区に住んでほしいか

・「住み続けたい」は49％とほぼ半分だが、子どもに住んでほしいかは３分の１
（34％）に減る。

・特に若い世代は「住み続けたい」が少なく「わからない」も多い。高齢者が多い
ため全体の数値は高くなるが、10代・20代は全体の平均値よりかなり下がる。
・10代は地域に愛着があるものの「住み続けたいか」は低くなる。これからの進路
や就職による。

・また、女性は男性に比べて低く、20代女性は顕著。

・子どもに住んでほしいかは、20代・30代・40代の子育て世代の女性で「思う」よ
り「思わない」が上回っている。ただし、「わからない」がほぼ半分。子どもの選
択を尊重している？

・「わからない」は多いが、これからの地域づくりの結果によって「住む」に変わ
る可能性あり。
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49.3%
40.9%

47.1%
36.1%

48.2%
47.7%

51.9%
42.1%

63.0%
36.7%

62.5%
48.1%

62.0%
60.5%

54.4%
51.3%

48.7%

12.3%
7.6%

15.7%
20.6%

13.9%
14.8%

15.8%
21.8%

9.7%
18.4%

7.0%
11.8%

7.2%
7.1%

1.7%
3.0%

10.7%

28.8%
37.9%

26.1%
28.4%

29.4%
31.3%

23.0%
30.1%

19.9%
35.6%

18.0%
26.0%

11.9%
17.0%

8.7%
10.0%

21.2%

9.6%
13.6%

11.1%
14.8%

8.6%
6.2%

9.3%
6.0%

7.3%
9.3%

12.4%
14.0%

18.9%
15.5%

35.3%
35.8%

19.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10代男性
10代女性

20代男性
20代女性

30代男性
30代女性

40代男性
40代女性

50代男性
50代女性

60代男性
60代女性

70代男性
70代女性

80代男性
80代女性

全体

思う 思わない わからない 無回答

Q15 小合地区に愛着があるかQ15 小合地区に愛着があるか

・ほぼ半数が「愛着がある」。しかし、20代40代50代
の女性は低い。出身地が別である可能性大。

・30代は男女とも全体平均と同じ。
・40代以下の若い世代は「わからない」が３割前後。

・40代50代の親世代の考えが20代に影響して
いないか？60代-30代も相関ありか？

・今後、若い世代の愛着をどう育んでいくか。
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Q16 小合地区で誇りに思うもの（複数回答）Q16 小合地区で誇りに思うもの（複数回答）

777

128

72

463

477

76

283

379

36

389

710

0 100 200 300 400 500 600 700 800

1.景観・自然環境

2.出身の著名人

3.名所・旧跡

4.暮らす人々

5.特産品

6.産業

7.助け合いなど

8.諸行事

9.その他

10.ない

無回答

・無回答の数も多いが、トップは「景観・
自然環境」「特産品」「暮らす人々」と
続き、「誇りに思うものはない」がそ
の後に続く。

・「景観・自然環境」は各世代でトップ。
以降は世代ごとで異なる。

・10代の回答は全般的に平均値より高い。
「特にない」も平均より低い。

・「諸行事」は10代・30代・40代・50代
で高め。子ども関連のものか？

集計総数3790
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29.7%

3.1%

0.9%

16.9%

20.6%

3.8%

11.6%

17.5%

1.6%

21.3%

14.4%

0.0% 20.0% 40.0%

1.景観・自然環境
2.出身の著名人
3.名所・旧跡
4.暮らす人々
5.特産品
6.産業

7.助け合いなど
8.諸行事
9.その他
10.ない
無回答

全体

40代

26.6%

3.3%

1.2%

16.8%

14.8%

1.2%

11.5%

17.6%

0.8%

23.0%

17.6%

0.0% 20.0% 40.0%

1.景観・自然環境
2.出身の著名人
3.名所・旧跡
4.暮らす人々
5.特産品
6.産業

7.助け合いなど
8.諸行事
9.その他
10.ない
無回答

全体

30代

小合地区で誇りに思うもの（複数回答）小合地区で誇りに思うもの（複数回答）

世代別

43.9%

12.9%

8.6%

25.9%

19.4%

6.5%

17.3%

33.1%

1.4%

10.1%

13.7%

0.0% 20.0% 40.0%

1.景観・自然環境
2.出身の著名人
3.名所・旧跡
4.暮らす人々
5.特産品
6.産業

7.助け合いなど
8.諸行事
9.その他
10.ない
無回答

全体

10代

10代 20代

30代 40代

31.2%

3.9%

3.2%

15.6%

15.6%

1.3%

7.1%

13.6%

3.2%

25.3%

17.5%

0.0% 20.0% 40.0%

1.景観・自然環境
2.出身の著名人
3.名所・旧跡
4.暮らす人々
5.特産品
6.産業

7.助け合いなど
8.諸行事
9.その他
10.ない
無回答

全体

20代
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25.4%

6.3%

2.7%

15.2%

19.1%

2.3%

10.9%

11.7%

1.2%

6.3%

45.3%

0.0% 20.0% 40.0%

1.景観・自然環境
2.出身の著名人
3.名所・旧跡
4.暮らす人々
5.特産品
6.産業

7.助け合いなど
8.諸行事
9.その他
10.ない
無回答

全体

80代

31.4%

5.6%

3.3%

18.5%

19.2%

3.8%

11.4%

11.8%

0.7%

11.1%

29.4%

0.0% 20.0% 40.0%

1.景観・自然環境
2.出身の著名人
3.名所・旧跡
4.暮らす人々
5.特産品
6.産業

7.助け合いなど
8.諸行事
9.その他
10.ない
無回答

全体

70代

36.0%

6.2%

4.0%

23.8%

23.7%

3.3%

11.2%

13.3%

1.3%

13.8%

20.0%

0.0% 20.0% 40.0%

1.景観・自然環境
2.出身の著名人
3.名所・旧跡
4.暮らす人々

5.特産品
6.産業

7.助け合いなど
8.諸行事
9.その他
10.ない
無回答

全体

60代

30.4%

3.6%

1.4%

16.6%

17.7%

2.8%

12.4%

16.6%

1.9%

20.2%

15.5%

0.0% 20.0% 40.0%

1.景観・自然環境
2.出身の著名人
3.名所・旧跡
4.暮らす人々
5.特産品
6.産業

7.助け合いなど
8.諸行事
9.その他
10.ない
無回答

全体

50代

小合地区で誇りに思うもの（複数回答）小合地区で誇りに思うもの（複数回答）

世代別

50代 60代

70代 80代
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全体として

 コミ協や活動の認知度に対する回答などから、地域や支える活動のことを「知らない」人
が多いと思われる。

 地域を支える活動自体を知っていても、「誰が（どこが）」やっているか知らない人が多
い。

 10代は地域への愛着があり誇りに思う資源への回答が多いが、20代になると結果が変わ
る。地域とのつながりが薄れている？

 いま地域を支える活動に携わる60～70代はお元気で人数も多い。しかしこの先は…。

地域の良さや暮らしを支える活動の重要性をもっと伝えよう。

現在の10代は、学校教育の中で地域について学ぶ機会があり、その
成果が地域への関心や愛着の醸成につながっていると考えられる。
若いうちに地域や住む人たちと触れ合う機会をつくることは大切。

「住み続けたい」と思うような環境を整えることで、将来への可能
性を見いだすことができるのでは？

10年後、20年後を見据え、起きうることへの備えをいまから！
（移動手段、農地など）
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